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と
あ
り
、
神
宮
文
庫
所
蔵
林
崎
文
庫
本
『
古
今
秘
抄
』
で
も
、
冒
頭
に
、

凡
、
古
今
に
お
き
て
三
流
あ
り
。

と
あ
り
、

さ
ら
に
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
『
古
今
集
四
條
家
序
注
』
に
お
い
て
も
、

古
今
序
聞
書

一
に
は
定
家
、
二
に
は
家
隆
、
三
に
は
行
家
也
。

古
今
二
付
テ
定
家
、
家
隆
、
行
家
、
三
ノ
流
ア
リ
。

名
は
な
い

に
お
い
て
も

冒
頭
に

和
歌
集
序
講
義
問
答
秘
書
』
に
は

古
今
二
三
ノ
流
ア
リ
。

と
こ
ろ
で
、

も
し
く
は
『
三
流
抄
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

書
名
と
伝
本

こ
き
ん
じ
ょ
き
き
が
き

『
古
今
序
聞
書
』
は
、
『
古
今
集
』

(
2
)
 
二
』
に
翻
刻
し
た
片
桐
洋
一
所
蔵
甲
本
『
古
今

り
、
書
名
と
す
る
に
適
さ
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
諸
伝
本
に
よ
っ
て
書
名
も
一
定
し
な
い
の
で
、
私
は
、

き
き
が
き
さ
ん
り
ゅ
う
し
ょ
う

(
l
)

聞
書
三
流
抄
』
と
名
づ
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
学
界
に
通
行
し
て
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
、

の
序
に
つ
い
て
の
講
義
を
聞
い
て
ノ
ー
ト
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
普
通
名
詞
で
あ

こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
じ
ょ

こ
れ
を
『
古
今
和
歌
集
序

こ
れ
ら
の
類
の
本
を
『
三
流
抄
』
と
命
名
し
た
理
由
は
、
関
大
本
で
は
、
本
文
の
冒
頭
に
（
上
巻
・
五
オ
）
、

古
今
の
世
に
流
布
の
本
に
有
三
の
不
同
。
定
家
・
家
隆
・
行
家
也
。

と
記
し
て
い
る
が
、
他
の
多
く
の
本
で
は
、

―
二
定
家
、

た
と
え
ば
、
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題

二
二
家
隆
、
一
ニ
ニ
行
家
。

と
冒
頭
に
あ
り
、
同
じ
く
片
桐
洋
一
所
蔵
丙
本
（
天
文
四
年
の
書
写
奥
書
あ
り
。
内
題
に
「
古
今
和
歌
序
」
と
あ
る
が
、
注
釈
書
と
し
て
の
書



次
に
当
面
の
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
「
古
今
序
聞
書
」
（
分
類
番
号

C

（
二
）
片
桐
洋
一
所
蔵
乙
本
〈
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し
〉

古
今
序
聞
書

一
、
定
家
。
二
、
家
隆
。
三
、
行
家
な
り
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
例
示
し
な
か
っ
た
多
く
の
諸
本
を
含
め
て
、

注
釈
書
解
題

今
、
こ
こ
に
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
諸
本
の
冒
頭
を
例
示
し
た
が
、
伝
本
は
他
に
も
多
い
。
右
の
ほ
か
、
か
つ
て
拙
著
『
中
世
古
今
集

(2) 
二
』
に
掲
げ
た
も
の
を
連
ね
て
み
る
と
、

（
一
）
東
京
大
学
図
書
館
本
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
』

（
三
）
宮
内
庁
書
陵
部
本
『
古
今
序
抄
』

（
五
）
彰
考
館
文
庫
本
『
古
今
集
序
註
』

（
七
）
初
雁
文
庫
本
『
古
今
和
歌
集
真
名
序
聞
書
』

（
九
）
叡
山
文
庫
本
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
』

た
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

関
大
本
の
書
誌

書
を
総
括
し
て
、
『
三
流
抄
』
と
呼
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

古
今
に

illあり
。

ほ
ぼ
同
じ
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
る
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
注
釈

（
二
）
京
都
大
学
図
書
館
本
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
』

（
四
）
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
中
院
本
『
古
今
序
注
』

（
八
）
宮
内
庁
書
陵
部
本
『
古
今
和
歌
集
真
名
序
聞
書
』

(

I

 

0
)

天
理
図
書
館
本
『
古
今
集
序
問
答
』

の
よ
う
に
な
る
が
、
私
自
身
、
そ
の
後
、
二
本
を
新
た
に
架
蔵
し
得
た
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
伝
本
は
き
わ
め
て
多
く
、
後
述
す

る
謡
曲
や
軍
記
物
へ
の
著
し
い
影
響
と
と
も
に
、
こ
の
注
釈
書
が
中
世
か
ら
近
世
初
中
期
に
か
け
て
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
あ
ら

九
―
-
、
二
三
五
一

k
-
．
二
）
の
書
誌
等
を
略
記
し
て
お

（
六
）
佐
賀
県
立
図
書
館
本
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』

四



五

該
本
は
、
縦
二
七
・
一
糎
、
横
二

O・
七
糎
の
上
下
二
冊
本
。
椿
紙
の
料
紙
を
二
つ
に
折
っ
て
五
つ
目
の
袋
綴
じ
に
綴
じ
る
。
今
は

褐
色
に
見
え
る
斐
猪
混
漉
の
表
紙
は
汚
れ
と
色
落
ち
の
た
め
に
定
か
に
確
認
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

か
ら
注
釈
本
文
が
始
ま
る
が
、

上
下
冊
を
収
め
て
い
る
藍
色
布
貼
り
の
峡
に
は
、
近
年
の
物
だ
が
、
「
古
今
序
聞
書

墨
流
し
風
の
模
様
が
見
え
る
。

さ
て
、
上
冊
は
、
第
一
丁
オ
モ
テ
か
ら
始
ま
っ
て
墨
付
五
十
九
丁
、
最
終
の
六

0
丁
は
後
表
紙
に
貼
り
合
わ
せ
て
見
返
し
と
す
る
。

従
っ
て
前
後
と
も
遊
紙
は
な
い
。
下
冊
も
、
第
一
丁
オ
モ
テ
か
ら
始
ま
っ
て
墨
付
六

0
丁
、
最
終
の
六
一
丁
は
後
表
紙
に
貼
り
合
わ
せ

て
見
返
し
と
し
て
い
る
。
上
冊
と
同
じ
く
表
紙
の
前
後
に
遊
紙
は
な
く
、
見
返
し
の
次
が
墨
付
き
の
丁
に
な
っ
て
い
る
。

上
冊
は
墨
付
き
第
一
丁
オ
モ
テ
（
以
下
、
す
べ
て
一
オ
の
よ
う
に
略
記
す
る
）
か
ら
四
オ
ま
で
に
後
述
す
る
目
録
が
書
か
れ
た
後
、

五
オ

そ
の
冒
頭
に
「
古
今
序
聞
書
」
と
内
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
書
の
書
名
で
あ
る
。
ち
な
み
に

て
、
図
書
館
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
書
名
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
書
写
年
代
も
、
こ
の
題
策
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
慶
長

上
冊
•
一
オ
一
行
目
の
下
に
は
「
太
宰
氏
所
蔵
」
と
い
う
旧
蔵
者
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
上
下
冊
と
も
、
見
返
し
に
旧
分

類
番
号
と
現
分
類
番
号
を
並
べ
て
捺
し
て
い
る
の
を
始
め
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
の
収
蔵
を
示
す
「
関
西
大
学
圏
書
館
蔵
書
」

の
ス
タ
ン
プ
や
朱
印
を
捺
し
、
下
冊
最
終
丁
の
六

0
ウ
に
も
「
関
西
大
学
圏
書
館
蔵
書
」
の
朱
印
を
捺
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
上
冊
一

（
関
大
蔵
書
）

と
い
う
隠
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
化
財
保
護
に
習
熟
し
て

な
お
、
上
冊
一
オ
か
ら
三
ウ
ま
で
の
目
録
の
題
と
上
下
冊
の
各
項
目
に
見
出
し
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
題
の
上
に
は
朱
で
△
が
付

古
今
序
聞
書

い
な
い
時
代
の
処
置
で
あ
っ
て
も

い
さ
さ
か
残
念
で
あ
る
。

四
オ
、
同
五
一
オ
、
下
冊
一
三
オ
、
同
四
九
オ
に
は

（
一
五
九
六
ー
一
六
一
五
年
）
頃
の
書
写
と
見
て
誤
り
な
い
。

ま
た
表
紙
の
左
上
方
に
は
剥
落
し
た
題
策
の
跡
が
見
え
る
。

＜ ゚

慶
長
寓
」
と
書
か
れ
た
題
策
紙
が
貼
ら
れ
て
い



な
お
、
右
に
「
引
用
す
る
詩
歌
や
文
章
の
頭
に
合
点
を
施
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

行
を
換
え
て
二
字
下
げ
て
表
示
す
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
の
引
用
を
改
行
二
字
下
げ
の
形
に
整

え
て
書
写
し
て
い
る
片
桐
洋
一
所
蔵
甲
本
・
東
大
本
・
京
大
本
・
彰
考
館
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本
の
よ
う
な
体
裁
の
本
を
、
関
大
本
や

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
や
片
桐
洋
一
所
蔵
丙
本
の
よ
う
な
改
行
は
せ
ず
に
行
の
中
で
続
け
て
書
く
形
に
わ
ざ
わ
ざ
改
め
る
と
い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
点
に
限
っ
て
は
関
大
本
の
形
が
古
形
を
留
め
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
関
大
本
や
府
立
中
之
島
図
書
館
本
・
片
桐
丙
本
の
系
統
の
方
が
、
後
に
改
め
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
関
大
本
の
上
冊
・
四
四
ウ
「
△
難
波
津
の
班
は
御
門
の
御
始
等
と
云
事
」
に
関
連
し
て
、
片
桐
洋

一
所
蔵
甲
本
・
東
大
本
・
京
大
本
・
彰
考
館
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本
な
ど
で
は
、

是
ハ
、
大
方
ノ
人
王
ノ
始
ヲ
不
言
。
仁
徳
天
皇
ノ
帝
卜
云
ハ
レ
給
ヒ
シ
始
メ
ノ
時
ノ
歌
也
卜
云
義
也
。
（
片
桐
甲
本
）

と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
関
大
本
・
府
立
中
之
島
図
書
館
本
・
片
桐
丙
本
で
は
、

是
は
、
御
門
の
御
始
と
は
、
神
武
天
皇
に
て
座
せ
ば
、
此
時
難
波
津
の
始
る
と
云
儀
に
あ
ら
ず
。
此
班
は
仁
徳
天
皇
の
御
時
の
班

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

古
今
序
聞
書

さ
れ
て
い
る
の
を
始
め
、
上
冊
・
一
ウ
六
行
の
「
難
波
津
」
ニ
オ
七
行
の
「
吉
野
川
」
ニ
ウ
七
行
の
「
高
砂

地
名
に
は
右
傍
に
朱
線
を
加
え
、
上
冊
・
三
ウ
三
行
の
「
文
屋
康
秀
」
同
四
行
の
「
宇
治
山
喜
撰
」
同
五
行
の
「
小
野
小
町
」
同
七
行

の
「
大
伴
黒
主
」
同
八
行
の
「
す
べ
ら
き
」
な
ど
、

す
み
の
江
」
の
よ
う
な

人
名
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
名
詞
に
は
文
字
の
中
央
に
重
ね
て
朱
線
を
施
し
、

上
冊
・
一
五
オ
の
「
伊
勢
物
語
」
同
四
四
ウ
の
「
左
伝
」
な
ど
の
書
名
に
は
文
字
の
中
央
に
二
本
の
朱
線
を
引
き
、

さ
ら
に
下
冊
・
五

0
ウ
四
ー
五
行
の
「
寛
平
」
「
延
喜
」
な
ど
の
年
号
に
は
左
傍
に
二
本
の
朱
線
を
加
え
て
い
る
の
は
、
引
用
す
る
詩
歌
や
文
章
の
頭
に
合

点
を
施
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
学
習
に
用
い
た
こ
の
時
代
の
写
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
処
置
で
あ
り
、
該
本
が
歌
学
学
習
の
た
め
に
用

と
い
う
こ
と
は
、
引
用
す
る
詩
歌
な
ど
を
、

， 
ノ‘



問
、
花
二
鳴
鴬
、
水
ニ
ス
ム
カ
ワ
ズ
ノ
班
ヲ
ヨ
ム
ト
云
フ
事
、
如
何
゜

と
い
う
よ
う
に
別
説
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
人
王
第
四
代
の
鯰
徳
天
皇
が
出
雲
に
行
幸
あ
っ
て
素
箋
鳴
尊
に
対
面
し

て
帰
る
時
に
、
上
原
と
い
う
所
で
、
名
残
り
を
惜
し
ん
で
詠
ん
だ
「
た
ち
か
へ
る
道
は
山
路
の
と
ほ
く
と
も
た
づ
ね
は
問
ん
と
ふ
と
し

れ
か
し
」
（
関
大
本
・
上
•
四
一
オ
）
を
受
け
た
叙
述
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
注
釈
書
は
、
秘
伝
の
常
と
し
て
、
現
代
人
か
ら

見
れ
ば
、
ま
こ
と
に
と
ん
で
も
な
い
、

で
っ
ち
あ
げ
の
歌
を
、

こ
の
「
た
ち
か
へ
る
道
は
山
路
の

1
」
も
、
根
拠
の
な
い
、

に
入
り
込
み
、
こ
の
注
釈
書
の
世
界
で
醸
成
さ
せ
た
新
説
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

右
の
事
実
は
関
大
本
が
府
立
中
之
島
図
書
館
本
・
片
桐
丙
本
と
近
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
冒
頭
、
上
冊
の
一
オ
か
ら
四

オ
に
か
け
て
、
第
一
か
ら
第
舟
七
の
項
目
に
分
け
ら
れ
た
目
録
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
関
大
本
だ
け
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
片
桐
所
蔵
甲
本
が
『
古
今
和
歌
集
序
講
義
問
答
秘
書
』
と
題
し
、

る
よ
う
に
、
問
答
体
が
こ
の
注
釈
書
の
構
造
の
基
本
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
関
大
本
は
、
目
録
を
付
し
た
関
係
上
、
こ
れ
を
「
1
と

云
事
」
と
い
う
よ
う
な
見
出
し
を
立
て
て
項
目
立
て
に
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
片
桐
所
蔵
甲
本
（
『
古
今
和
歌
集
序
講
義
問
答
秘
書
』
）

答
云
、
二
義
在
之
。

古
今
序
聞
書

―
ニ
ハ
、
鴬
ハ
鳥
ノ
中
二
最
初
二
鳴
也
。

カ
ワ
ズ
ハ
虫
ノ
中
二
最
初
ニ
ナ
ク
物
也
。
故
ニ
―
ヲ
ア
ゲ
テ
万
ヲ

故
に
「
御
門
の
御
始
」
と
云
也
。

此
紆
、

5
恥
徳
天
皇
の
御
時
の
「
た
ち
か
へ
る
」
の
紆
よ
り
十
二
代
の
間
絶
た
り
し
を
、
仁
徳
天
皇
の
御
時
、
舟
一
字
又
始
て
読
出

と
い
う
よ
う
に

一
往
は
同
じ
内
容
を
記
し
た
後
に

た
と
え
ば
「
万
葉
に
云
、

で
っ
ち
あ
げ
の
歌
で
あ
る
。
関
大
本
な
ど
の
別
説
は
、
こ
の
注
釈
書
の
中

で
は
、

天
理
図
書
館
本
が
『
古
今
集
序
問
答
』
と
題
し
て
い

也
。
さ
れ
ば
、
天
皇
の
即
位
の
始
の
班
と
云
事
也
。
（
関
大
本
・
上
四
四
ウ
）

（
関
大
本
・
上

七

ー
」
な
ど
と
称
し
て
引
用
す
る
の
で
あ
る
が
、

四
六
オ
）



是
に
有
二
義
。

△
花
に
鳴
鴬
、
水
に
す
む
蛙
の
事
、

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
関
大
本
（
上
・
八
オ

-
1
0
オ）

で
は
、

貫
之
、
此
心
ヲ
顕
シ
テ
、
水
ニ
ス
ム
河
津
ト
イ
ヘ
リ
。

リ
ニ
モ
人
二
又
問
レ
ヌ
ル

古
今
序
聞
書

二
、
鴬
ノ
班
ヨ
ミ
タ
ル
事
ハ
゜

弟
子
死
テ
後
チ
、
師
歎
テ
ア
リ
ケ
レ
ド
、
月
日
ヲ
経
テ
忘
ヌ
。
或
年
ノ
春
、
栖
ケ
ル
家
ノ
前
ナ
ル
梅
ノ
木
二
来
テ
ナ
ク
。
其
声
ヲ

聞
ケ
バ
、
初
陽
毎
朝
来
不
相
還
本
栖
卜
鳴
。
是
ヲ
書
テ
見
二
班
也
。
ハ
ツ
春
ノ
朝
ゴ
ト
ニ
ハ
キ
タ
レ
ド
モ
ア
ハ
デ
ゾ
カ
ヘ
ル
モ

ト
ノ
ス
ミ
カ
ニ

ノ
班
詠
卜
云
事
、

ハ
マ
ニ
、

日
本
記
云
、
孝
謙
天
皇
ノ
御
時
、
大
和
国
高
間
ノ
寺
二
僧
ア
リ
。
彼
僧
二
最
愛
ノ
弟
子
ア
リ
。
彼

此
時
、
我
弟
子
鴬
ニ
ナ
リ
タ
リ
ト
知
テ
、
深
ク
訪
ケ
リ
。
此
班
、
万
葉
二
鴬
ノ
班
卜
入
レ
リ
。
次
、

日
本
記
云
、
壱
岐
守
紀
良
貞
、

後
会
ヲ
契
ル
ニ
、
女
ノ
云
ク
、
吾
ヲ
恋
敷
ヲ
モ
ハ
ン
時
、
此
ノ
ハ
マ
ニ
御
座
セ
ト
云
。
後
二
尋
テ
行
キ
タ
ル
ニ
、
女
ナ
シ
。
彼
ノ

カ
ヘ
ル
出
来
テ
、
居
タ
ル
前
ヲ
ハ
ヰ
ト
ヲ
ル
ニ
、
跡
ヲ
見
レ
バ
、
文
字
也
゜
、
住
吉
ノ
ハ
マ
ノ
ミ
ル
メ
モ
ワ
ス
レ
ネ
バ
カ

顕
也
云
々
。
二
に
は
、

此
歌
ヲ
見
テ
、

一
切
摂
る
心
を

カ
ワ
ズ

ワ
ス
レ
草
ヲ
尋
テ
、
住
吉
ノ
濱
二
行
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
ウ
ッ
ク
シ
キ
女
ニ
ア
ヘ
リ
。

カ
ヘ
ル
化
シ
テ
ア
リ
ケ
ル
ト
思
テ
帰
ル
。
此
歌
、
万
葉
ニ
カ
ヘ
ル
ノ
紆
卜
入
レ
リ
。

一
に
は
鴬
は
鳥
の
中
に
始
に
な
き
、
蛙
は
虫
の
中
に
始
に
な
く
物
な
る
故
に
、
此
両
種
を
挙
て
、

日
本
記
云
、
孝
謙
天
皇
の
御
時
、
大
和
国
高
間
寺
に
一
人
の
僧
あ
り
。
最
愛
の
児
を
持
た
り
け
る
が
、
彼

児
、
俄
に
他
界
す
。
是
を
悲
歎
す
る
事
無
限
。
雖
然
月
日
移
け
る
ほ
ど
に
、
其
歎
漸
薄
く
成
ぬ
。
年
比
経
て
、
或
年
の
春
、
庭
前

に
開
た
る
梅
花
に
、
鴬
飛
来
て
木
伝
て
鳴
゜
其
声
を
聞
に
、
初
陽
毎
朝
来
不
相
還
本
栖
と
鳴
く
。
あ
や
し
と
思
て
、
書
て
、
見
れ

ば
、
は
つ
春
の
朝
ご
と
に
は
き
た
れ
ど
も
あ
は
で
ぞ
か
へ
る
も
と
の
す
み
か
に
と
云
班
也
。
聞
之
を
、
彼
僧
、
儀
児
生
を
替
て
鴬

と
な
れ
り
と
云
事
を
知
て
、
今
更
哀
傷
の
涙
を
流
て
種
々
に
弔
之
云
へ
り
。
此
班
、
万
葉
に
鴬
の
班
と
入
り
。
亦
、
同
日
本
記
云
、

コ
ム
ル
義
ヲ
以
テ
、
花
二
鳴
鴬
、
水
ニ
ス
ム
カ
ワ
ズ
ト
云
也
。

八



貫
之
が
四
代
の
先
祖
に
壱
岐
守
紀
良
貞
と
云
人
有
。
忘
草
を
尋
て
、
住
吉
の
濱
に
行
た
り
け
る
に
、
不
思
、
態
う
つ
く
し
き
女
に

あ
へ
り
。
種
々
に
云
か
わ
し
て
後
会
を
契
程
に
、
誠
に
我
に
志
あ
ら
ば
、
必
此
濱
へ
来
給
へ
、
行
あ
は
ん
と
契
て
別
ぬ
。

後
に
彼
契
し
比
、
住
吉
の
濱
を
尋
て
相
見
し
処
を
み
れ
ば
、
不
思
、
態
大
き
ら
か
な
る
か
へ
る
、
居
た
る
前
を
は
い
と
を
る
。
其

足
跡
を
見
れ
ば
、
文
字
也
。
住
吉
の
は
ま
の
海
松
も
わ
す
れ
ね
ば
か
り
に
も
人
に
又
と
は
れ
ぬ
る
と
云
歌
也
。
此
を
み
て
、
彼
女

は
か
へ
る
の
化
現
也
と
知
ぬ
。
此
班
も
同
万
葉
に
か
は
づ
の
班
と
入
れ
り
。
ま
さ
し
く
鴬
•
か
は
づ
の
姿
に
て
、
班
を
読
み
た
る

不
思
議
を
顕
ん
為
に
貫
之
是
を
挙
て
、
花
に
鳴
鴬
、
水
に
住
蛙
と
云
也
。

と
な
っ
て
い
る
。
今
、
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、

か
は
づ
の
歌
を
見
つ
け
た
「
壱
岐
守
紀
良
貞
」
に
つ
い
て
、
関
大
本
だ
け
が
「
貫

之
が
四
代
の
先
祖
」
と
い
う
説
明
を
挿
入
し
て
い
る
よ
う
に
、
根
拠
の
な
い
説
明
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
が
、

造
的
な
違
い
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
片
桐
甲
本
が
、
「
問
、
花
二
鳴
鴬
、
水
ニ
ス
ム
カ
ワ
ズ
ノ
班
ヲ
ヨ
ム
ト
云
フ
事
、
如
何
」
と
い
う

問
い
に
答
え
て
、
「
答
云
、

九

そ
れ
よ
り
も
構

ー
」
と
応
じ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
問
答
体
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
関
大
本
で
は
「
花
に
鳴

鴬
、
水
に
す
む
蛙
の
事
」
と
い
う
項
目
立
て
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
承
け
て
、
「
是
に
有
二
義
」
と
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
関
大
本
で
も
、
上
冊
・
一
九
ウ
の
五
行
目
に
「
間
碍
‘
俊
頼
が
口
伝
云
、
國
常
立
尊
始
と
云
へ
り
。
而
を
此
序
に
は
、

ざ
な
ぎ
の
尊
始
と
云
へ
り
。
其
上
、
國
常
立
尊
紆
日
本
記
に
不
見
、
如
何
可
心
得
哉
」
と
あ
る
の
に
続
け
て
、
「
答
、

い
ざ
な
ぎ
の
尊
と

國
常
立
の
尊
と
は
、
事
と
性
と
不
同
に
て
こ
そ
あ
れ
、
只
一
鉢
の
上
の
二
名
也
。
其
心
を
顕
さ
ん
為
に
國
常
立
尊
始
と
は
云
也
」
と
答

え
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
し
て
、
「
難
云
、

1
」
と
続
け
て
い
る
し
、
同
じ
く
上
冊
・
ニ
―
ウ
で
も
、
「
問
、
日
本
記
に
、
伊
柴
諾
・
伊
柴

寺
の
尊
、
生
―
女
三
男
云
へ
り
。
一
女
三
男
者
誰
人
哉
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
「
答
、
一
女
者
、
天
照
大
神
、
三
男
は
、
月
神
、
蛭

子
、
素
蓋
烏
也
」
と
答
え
、
さ
ら
に
、
「
難
云
、
天
照
大
神
を
一
女
と
云
事
、
不
明
。

1
」
と
続
け
て
い
る
よ
う
に
、

古
今
序
聞
書

一
問
一
答
式
の
単

純
な
問
答
体
の
場
合
は
、
項
目
と
内
容
と
い
う
形
で
問
答
体
を
解
体
し
て
項
目
体
に
改
め
ら
れ
て
も
、
問
と
答
の
後
に
「
難
じ
て
云
」

し‘



の
後
に
、
他
本
に
あ
る
「
カ
ク
ア
サ
キ
事
ニ
ハ
非
ズ
ト
也
」
（
片
桐
洋
一
架
蔵
甲
本
）
「
か
く
や
さ
し
き
事
に
は
あ
ら
ず
と
云
也
」
（
中
之
島

図
書
館
本
）
と
い
う
よ
う
な
一
行
足
ら
ず
を
脱
し
て
い
る
と
見
る
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
小
さ
な
書
写
の
誤
り
は
多
く
見
ら
れ
る
。
「
（
業
平
の
）
二
男
在
少
将
滋
春
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
（
業
平
の
）
ニ

男
宰
少
将
滋
春
」
（
上
・
一
六
オ
）
と
し
た
り
、
「
幼
案
芹
河
の
行
幸
よ
り
奥
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
行
案
芹
河
の
行
幸
よ
り
興
」
と

ら
ず
と
は
、
昔
の
班
の
読
し
人
の
事
思
ば

も
う
一
例
は
、
上
冊
末
尾
近
く
の
五
七
ウ
の
最
終
行
、

よ
り
書
く
。
＇
外
題
を
中
に
書
。

る
と
、

先
彼
両
流
の
不
同
に
は
、
双
紙
を
書
に
も
、
家
隆
に
は
一
折
引
返
て
、
中
よ
り
書
之
を
也
。

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
定
家
と
家
隆
の
「
両
流
の
不
同
」
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
、
家
隆
の
名
だ
け
し
か
出
さ
な
い
こ
の
書
き
方
で

は
意
味
が
通
じ
な
い
。
今
、
前
述
し
た
よ
う
に
関
大
本
と
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
る
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
の
該
当
部
分
を
掲
げ

雙
紙
を
書
に
、
二
の
替
目
あ
り
。
家
隆
に
は
一
丁
返
し
て
閉
目
よ
り
書
。
外
題
を
端
に
書
也
。
定
家
に
は
一
丁
引
返
し
て
紙
の
端

と
な
っ
て
い
て
、
関
大
本
は
、
波
線
の
部
分
を
完
全
に
脱
落
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
上
冊
・
六
ウ
の

な
お
、
関
大
本
の
書
写
状
態
に
つ
い
て

一
言
触
れ
て
お
く
と
、
ま
ず
本
文
の
脱
落
が
二
箇
所
に
あ
る
。

古
今
序
聞
書

が
続
く
よ
う
な
論
争
体
に
な
る
と
、
項
目
体
に
改
め
る
だ
け
で
は
処
理
で
き
ず
に
、
結
局
、
問
答
体
を
保
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

い
る
場
合
が
、
右
の
二
例
の
ほ
か
に
も
、
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
関
大
本
の
「
目
録
立
て
」
「
項
目
立
て
」
は
、

問
答
体
を
改
め
た
二
次
的
な
体
裁
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

1
0
 



は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
六
オ
）

し
「
興
」
に
「
ヲ
コ
ル
」
と
ふ
り
が
な
を
付
し
て
い
る

わ
っ
て
い
な
い
『
長
能
が
私
記
』
を
、
下
・
ニ
三
オ
で
は
正
し
く
書
い
て
い
る
の
に
、
上
・
―
ニ
ウ
、

能
が
和
記
」
と
何
度
も
誤
っ
て
書
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
関
大
本
の
書
写
は
か
な
り
杜
撰
な
も
の
が
あ
る
と
言

と
い
う
よ
う
な
誤
り
や
、
今
は
散
侠
し
て
書
名
だ
け
し
か
伝

そ
の
他
、
関
大
本
の
書
写
の
面
で
の
欠
陥
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
と
、
上
•
四
ニ
オ
の
「
一
年
に
、
十
月
一
日
を
譲
り
」
と
あ
る

の
は
、
「
一
年
に
、
十
月
一
月
を
譲
り
」
つ
ま
り
「
十
月
の
一
ヵ
月
を
譲
り
」
の
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
上
•
四
八
オ
の
「
璧

ば
、
其
色
み
へ
ね
ど
も
、
物
に
ふ
れ
て
姿
を
顕
す
也
。
此
を
風
の
班
と
云
る
也
」
の
「
其
色
」
は
、
他
本
の
よ
う
に
、
「
風
の
色
」
と
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
下
•
四
八
オ
の
「
大
伴
黒
主
と
者
、
定
化
天
皇
の
後
胤
、
猿
丸
太
輔
が
孫
、
大
伴
烈
子
が
子
也
」
の
場
合
、

全
体
の
叙
述
の
デ
タ
ラ
メ
さ
は
諸
本
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
定
化
天
皇
」
は
こ
の
本
だ
け
の
誤
り
で
あ
る
。
片
桐
甲
本
は
「
宣

化
天
王
の
後
胤
」
と
し
、
中
之
島
図
書
館
本
で
は
、
「
開
化
天
皇
の
後
胤
」
と
し
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
等
に
よ
れ
ば
、
宣
化
天
皇
は

第
二
十
八
代
、
開
化
天
皇
は
第
九
代
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、
「
定
化
天
皇
」
は
実
在
し
な
い
。
関
大
本
だ
け
の
誤
写
で
あ

以
上
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
関
大
本
の
書
写
状
況
は
必
ず
し
も
よ
く
な
い
。
し
か
し
、

今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』

い
。
い
わ
ば
、

古
今
序
聞
書

の
写
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、

江
戸
時
代
中
期
頃
の
写
本
で
あ
り
、

ど
の
本
に
も
本
文
的
欠
陥
が
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
れ
ば
、
江
戸
時
代
ご
く
初
期
、

ら
れ
る
上
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
徳
治
二
年
十
月
七
日
の
年
号
の
入
っ
た
跛
を
持
つ
関
大
本
の
影
印
紹
介
は
意
味
の
な
い
こ
と
と

ろ
う
。

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

同

こ
の
『
古
今
序
聞
書
』
の
類
、
す
な
わ
ち
『
古

そ
の
書
写
状
況
は
お
お
む
ね
よ
ろ
し
く
な

お
そ
ら
く
は
慶
長
頃
の
写
本
と
見

一
六
オ
、
下
•
五
六
オ
に
は
「
長



る
と
い
う
説
明
を
挿
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
関
大
本
だ
け
は
（
上
・
九
オ
）

き
た
い
。 古

今
序
聞
書

以
上
、
関
大
本
の
欠
陥
を
ず
い
ぶ
ん
多
く
あ
げ
つ
ら
っ
て
来
た
が
、
欠
陥
と
い
う
よ
り
も
、
特
徴
と
い
う
べ
き
も
の
を
次
に
見
て
お

ま
ず
関
大
本
の
特
徴
と
し
て
最
初
に
掲
げ
る
べ
き
は
、
説
明
的
言
辞
を
挿
入
し
て
補
足
説
明
を
加
え
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

既
に
八
ー
九
頁
に
引
用
し
た
「
住
吉
の
蛙
の
歌
」
の
話
に
登
場
す
る
人
物
を
、
諸
本
は
、

同
ク
日
本
記
二
云
ク
、
壱
岐
守
紀
良
貞
、
忘
草
ヲ
尋
テ
住
吉
ノ
濱
へ
行
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
（
片
桐
甲
本
）

同
日
本
記
云
ク
、
壱
岐
守
紀
ノ
良
貞
、
忘
草
ヲ
尋
テ
住
吉
ノ
濱
へ
行
タ
リ
ケ
ル
ニ
、

日
本
記
云
、
壱
岐
守
紀
良
貞
、

わ
す
れ
草
ヲ
尋
テ
住
吉
ノ
濱
へ
行
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
（
叡
山
文
庫
本
）

日
本
記
に
云
、
壱
岐
守
紀
良
貞
が
わ
す
れ
草
を
尋
て
忘
草
と
云
卯
花
住
吉
の
濱
へ
行
た
り
け
る
に
、

日
本
記
二
云
ク
、
壱
岐
守
良
貞
、

亦
、
同
日
本
記
云
、
貫
之
が
四
代
の
先
祖
に
、
壱
岐
守
紀
良
貞
と
云
人
有
。
忘
草
を
尋
て
住
吉
の
濱
に
行
た
り
け
る
に
、

と
あ
っ
て
、

（
彰
考
館
文
庫
本
）

ワ
ス
レ
草
ヲ
尋
テ
住
吉
ノ
ハ
マ
ヘ
行
タ
リ
ケ
リ
。
（
片
桐
丙
本
）

（
中
之
島
図
書
館
本
）

お
そ
ら
く
は
講
釈
の
中
で
即
興
的
に
加
え
た
言
辞
で
あ
ろ
う
か
、
壱
岐
守
紀
良
貞
が
紀
貫
之
の
「
四
代
の
先
祖
」
に
あ
た

同
じ
よ
う
な
補
足
的
説
明
の
例
を
も
う
一
っ
加
え
て
お
こ
う
。
関
大
本
の
上
冊
・
一
七
ウ
で
は
、

次
、
も
の
A

ふ
の
研
に
め
づ
る
事
、
是
亦
証
拠
雖
多
、
今
所
顕
、
伊
勢
物
語
の
意
也
。
伊
勢
物
語
に
云
く
、
二
条
の
后
の
方
へ
業

関
大
本
の
特
徴
と
位
置
づ
け



也
。
雖
不
及
事
新
申
立
、
御
拝
賀
の
次
、
…
…
（
中
略
）
…
…
。

と
叙
述
が
続
き
、

…
…
（
中
略
）
…
…
如
此
喜
會
申
ハ
、

古
今
序
聞
書

に
続
く
の
で
あ
る
が
、
他
本
で
は

影
隠
し
と
は
、
深
草
の
霞
の
谷
に
送
奉
り
し
を
云
也
。

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
四
ニ
ウ
の
七
行
か
ら
四
三
オ
に
か
け
て
の

日
晩
時
モ
移
不
可
有
尽
期
者
也
。
御
国
忌
と
は
、
国
王
の
御
忌
を
云
也
。
草
深
き
霞
の
谷
に

深
草
の
御
門
の
御
国
忌
と
は
、
仁
明
天
皇
、
斉
衡
二
年
の

人
知
レ
ヌ
吾
通
路
ノ
関
守
は
宵
々
ゴ
ト
ニ
ウ
チ
モ
ネ
ナ
南

平
つ
い
ぢ
の
く
づ
れ
よ
り
忍
て
か
よ
ひ
け
る
を
、

み
た
り
け
れ
ば
、

時
の
事
を
云
也
。
深
草
の
御
門
と
は
、
仁
明
天
皇
の
御
事

照
宣
公
基
経
是
を
聞
て
、
此
事
世
の
聞
へ
不
穏
便
と
て
、
彼
通
路
に
武
士
を
す

へ
て
き
ぴ
し
く
守
ら
し
け
る
間
、
業
平
無
力
か
な
わ
で
、
相
ひ
奉
ら
ず
。
或
時
、
行
て
、
ひ
ま
を
う
か
ゞ
ひ
け
れ
共
、

＼

（

マ

マ

）

堅
く
い
さ
め
け
れ
ば
、
す
べ
き
か
た
な
く
て
、
人
し
れ
ぬ
わ
が
通
路
の
関
守
ハ
宵
々
ご
と
に
う
ち
も
ね
な
ん
と
云
一
首
の
研
を
読

た
け
き
武
士
、
是
を
聞
て
、
彼
心
の
中
を
哀
と
や
思
ひ
け
ん
、

ゆ
る
し
て
入
て
け
り
。
是
証
拠
な
り
。

と
『
伊
勢
物
語
』
第
五
段
を
敷
術
し
て
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
片
桐
甲
本
を
も
っ
て
他
本
を
代
表
さ
せ
て
記
す
と
、

又
問
、
武
士
ノ
班
二
愛
卜
云
事
、
如
何
。
答
云
、
其
証
拠
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
先
、
伊
勢
物
語
云
、
業
平
、
築
地
ノ
崩
レ
ヨ
リ
ニ

条
ノ
后
二
通
ヒ
奉
ル
。
是
ヲ
照
宣
公
基
経
、
番
ヲ
付
テ
彼
通
路
二
武
士
ヲ
置
テ
守
ラ
ル
。
業
平
エ
ア
ハ
デ
、

此
歌
ヲ
読
タ
リ
ケ
レ
バ
、
武
士
哀
ガ
リ
テ
、
業
平
ヲ
通
ハ
シ
テ
、
后
ニ
ア
ハ
セ
奉
テ
ケ
リ
。
是
、
其
証
拠
也
。

と
あ
っ
て
、
内
容
は
同
じ
だ
が
、
ず
い
ぶ
ん
簡
単
な
叙
述
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
関
大
本
だ
け
が
、
既
に
『
伊
勢
物
語
』
に
よ
っ
て
有

名
に
な
っ
て
い
る
こ
の
話
を
得
々
と
語
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

長
く
な
り
過
ぎ
る
の
で
、
引
用
は
省
略
す
る
が
、
関
大
本
・
下
冊
の
四
一
ウ
の
三
行
目
、

一
首
ヲ
ヨ
ム
、 つ

わ
も
の



と
な
っ
て
い
て
、
関
大
本
で
は
波
線
部
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
他
本
で
は
「
位
を
譲
り
給
ふ
」
関
係

浅
香
山
ノ
班
ハ
、
宋
女
ノ
狂
レ
ヨ
リ
読
テ
ト
云
ハ
、

テ
、
又
舟
一
字
出
来
ル
。
清
輔
記
二
云
、

と
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
本
で
は

と
い
う
よ
う
に
、
途
中
の
叙
述
が
な
く
、
ず
っ
と
簡
単
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
四
一
ウ
六
行
目
か
ら
四
ニ
ウ
の
最
終
行
ま
で
の
二
面
余
り
は
関
大
本
だ
け
の
増
補
部
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

関
大
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
饒
舌
的
増
補
も
あ
る
が
、

此
班
、
捻
徳
天
皇
の
御
時
の
「
た
ち
か
へ
る
」
の
班
よ
り
十
二
代
の
間
絶
た
り
し
を
、
仁
徳
天
皇
の
御
時
、
舟
一
字
又
始
て
読
出
。

故
に
御
門
の
御
始
と
云
也
。
浅
香
山
の
班
は
釆
女
の
戯
よ
り
読
と
は
、
…
…
。

此
班
ハ
、
膝
徳
天
皇
ノ
御
宇
、
「
立
還
リ
」
ノ
班
ヨ
リ
、
十
二
代
ノ
間
、
舟
一
字
ノ
紆
絶
タ
リ
。
仁
徳
天
皇
ノ
御
宇
、
此
班
ヨ
リ
始

立
ヲ
譲
玉
フ
。
互
二
立
ヲ
辞
シ
テ
三
年
二
成
玉
フ
ト
云
。
又
、
世
継
ノ
如
ハ
、
仁
徳
ヨ
リ
弟
二
譲
リ
玉
フ
ヲ
、
兄
仁
徳
二
譲
リ
玉

フ
ニ
、
不
請
哭
竺
二
年
也
。
＇
終
二
弟
ノ
御
子
命
ヲ
捨
玉
ヒ
ケ
レ
バ
、
兄
位
二
即
玉
フ
ト
。
古
今
ノ
注
ニ
ハ
、
二
流
ノ
王
子
位
ヲ
不

請
取
、
吉
野
川
ニ
テ
死
シ
玉
フ
ト
云
。
三
ノ
義
不
同
也
卜
云
ヘ
ド
モ
、
＇
今
、
当
流
二
云
二

t‘
暫
ク
仁
徳
譲
ヲ
得
玉
フ
ト
云
ヲ
以

丙
゜

大
本
で
は

深
草
ノ
霞
ノ
谷
二
送
奉
ル
ヲ
云
゜

古
今
序
聞
書

深
草
ノ
御
門
ノ
御
国
忌
ト
ハ
、
仁
明
天
皇
、
斉
衡
二
年
ノ
春
崩
御
ノ
事
ヲ
御
国
忌
卜
云
也
。

カ
ク

草
深
キ
霞
ノ
谷
二
影
蜜
シ
テ
ル
日
ノ
ク
レ
シ
今
日
ニ
ャ
ハ
ア
ラ
ヌつ

ま
り
関
大
本
の
波
線
部
と
波
線
部
の
間
の

一
ノ
御
子
二
位
ヲ
応
神
天
皇
譲
玉
フ
ニ
、

（
片
桐
甲
本
）

（
中
略
）
部
分
、

た
と
え
ば
、
上
冊
•
四
六
オ
の
五
行
目
か
ら
四
六
ウ
に
か
け
て
の
叙
述
、
関

一
ノ
御
子
世
ヲ
背
カ
ン
為
二
、
四
ノ
御
子
二

（
片
桐
甲
本
）

一四



成
一
の
嶋
。
淡
路
嶋
是
也
。
二
神
此
嶋
に
を
り
居
て
、
嫁
し
給
て
、
奉
生
一
女
三
男
と
云
へ
り
。
心
は
、

う
へ
に
の
ぼ
り
て
嫁
之
給
し
時
よ
り
、
い
ざ
な
ぎ
の
尊
、

の
わ
が
く
ろ
か
み
も
み
だ
れ
ず
に
む
す
び
さ
だ
め
よ
さ
よ
の
た
ま
く
ら
わ
れ
ふ
し
て
も
み
ん

之
我
黒
髪
母
不
乱
結
定
余
宵
夜
之
手
枕
我
臥
毛
見

ざ
な
ぎ

広

に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
当
流
説
に
落
ち
つ
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
関
大
本
は
異
説
に
は
一
切
触
れ

る
こ
と
な
く
、
当
流
説
だ
け
で
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
関
大
本
が
『
三
流
抄
』
が
か
な
り
安
定
し
た
段
階
に
お
け
る
整
理
さ
れ
た

そ
の
ほ
か
、
関
大
本
の
特
徴
と
す
べ
き
例
と
し
て
、
上
巻
・
一
八
ウ
三
行
目
か
ら
の

い
ざ
な
み
の
尊
、
此
下
に
国
無
ら
ん
や
と
て
、

一五

い
ざ
な
ぎ
尊
と
国
常
立
尊
と
は
、
事
と
性
と
不
同
に

い
ざ
な
ぎ
の
尊
始
と

天
の
新
鉾
を
差
下
て
、
青
海
原
を
さ
ぐ
り
給
に
、
枠
滴
凝
堅
て

日
本
国
開
闊
始
は
、

い
ざ
な
み
の
尊
、
夫
妻
神
と
し
て
、
始
て
国
土
を
造
給
て
、
彼
淡
路
国
八
嶋
と
云
所
に
て
、
妻
神
を
あ
を
の
け
、
男
神

い
ざ
な
み
の
尊
の
御
方
へ
班
を
読
て
奉
り
し
也
。
其
班
に
云
、
＼
烏
羽
玉

云
へ
り
。
其
上
、
国
常
立
尊
班
、

て
こ
そ
あ
れ
、

古
今
序
聞
書

い
ざ
な
ぎ

此
班
、
班
ノ
最
初
也
。

是
は
、
や
ま
と
班
の
を
こ
り
を
云
也
。
付
之
有
二
儀
。

△
あ
め
っ
ち
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
け
る
時
と
云
事
、

本
文
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

と
也
。
此
班
、
我
朝
に
大
和
詞
の
始
、
最
初
也
。
是
を
天
地
ひ
ら
け
は
じ
ま

り
け
る
時
い
で
き
け
り
と
云
也
。
問
云
、
俊
頼
が
口
伝
云
、
国
常
立
尊
始
と
云
へ
り
。

日
本
記
に
不
見
。
如
何
可
心
得
哉
。
答
、

天
地
開
ケ
始
リ
テ
ケ
ル
時
ヨ
リ
出
来
ニ
ケ
ル
ト
云
二
、
二
義
ア
リ
。

而
を
、

と
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
説
明
は
五
行
説
に
よ
る
付
会
に
展
開
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
他
本
で
は
、

此
序
に
は
、

只
一
林
の
上
の
二
名
也
。
其
心
を
顕
さ
ん
為
に
国
常
立
尊
始
と
は
云
也
。
（
後
略
）
。

一
ツ
ニ
ハ
、
伊
装
諾
、
伊
芙
再
尊
、
夫
婦
神
ト
シ
テ
、
日
本

国
ヲ
作
テ
嫁
シ
給
ヒ
シ
時
、
伊
哭
諾
尊
、
伊
装
告
尊
二
班
ヲ
ヨ
ミ
テ
奉
玉
フ
。
烏
羽
玉
吾
黒
髪
毛
不
乱
ホ
結
定
余
宵
夜
野
手
枕
我

臥
テ
モ
見
ン

二
神
始
テ
嫁
シ
給
ヒ
シ
時
ノ
班
也
。
此
嫁
ハ
始
テ
淡
路
国
ヲ
作
テ
、

八
嶋
卜
云
処
ニ
テ

一
に
は
、
伊
焚
諾
、
伊
柴
再
尊
、
天
下
を
造
始
給
し
事
を
云
也
。

し‘

日
本
記



出
し
、
「
う
ば
た
ま
の
わ
が
黒
髪
も
乱
れ
ぬ
に

小
夜
の
手
枕
我
臥
し
て
も
見
ん
」
と
い
う
変
な
歌
を
あ
げ
て

と
あ
る
だ
け
で
、
伊
装
諾
、
伊
柴
寺
尊
の
歌
も
、
「
あ
な
う
れ
し
ゑ
や

故
、
伊
柴
諾
尊
ノ
紆
ヲ
国
常
立
ノ
班
卜
俊
頼
ノ
云
ル
也
。
（
後
略
）

古
今
序
聞
書

嫁
シ
給
シ
事
也
。
是
、
庭
叩
卜
云
鳥
ノ
、
尾
ヲ
以
テ
土
ヲ
叩
キ
ケ
ル
ヲ
見
玉
ヒ
テ
、

男
神
上
ニ
ノ
ポ
リ
テ
嫁
ヲ
シ
給
‘
ン
時
ノ
事
也
。
此
事
ヲ
日
本
記
二
云
、
伊
柴
諾
尊
・
伊
装
告
尊
、
此
下
二
国
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
ト
テ
、

ト
ポ

n

サ
グ

ア
マ
ノ
新
鉾
差
下
テ
青
海
原
ヲ
摸
リ
給
フ
ニ
、
鉾
ノ
滴
凝
堅
リ
テ
一
ノ
嶋
ト
ナ
ル
。
是
ヲ
淡
路
嶋
卜
云
也
。
二
神
此
嶋
二
下
居
テ
、

―
女
三
男
ヲ
ウ
ミ
給
フ
ト
云
ヘ
リ
。
又
問
、
俊
頼
記
二
、
大
和
歌
ハ
国
常
立
尊
二
始
ル
ト
云
。
是
ニ
ハ
、
伊
装
諾
尊
二
始
ル
ト
云
゜

国
常
立
ノ
班
不
見
。
如
何
。
答
云
、
伊
装
諾
尊
卜
云
ヒ
、
国
常
立
卜
云
ハ
、
事
卜
性
ノ
名
ニ
シ
テ
一
鉢
二
名
也
。
伯
テ
一
人
ナ
ル

と
な
っ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
本
文
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

あ
め
っ
ち

こ
の
歌
、
天
地
の
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
け
る
時
よ
り
い
で
き
に
け
り
。

天
の
浮
橋
の
下
に
て
、
女
神
、
男
神
と
な
り
給
へ
る
こ
と
を
言
へ
る
歌
也
。

と
め
に
あ
ひ
ぬ
」
と
い
う
詞
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
こ
の
『
古
今
序
聞
書
』

諾
尊
・
伊
装
告
尊
、
此
下
二
国
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
ト
テ
、

て
、
ま
ず
「
日
本
記
云
、

結
び
定
め
よ

カ
ク
セ
ン
ト
思
テ
、
女
神
ヲ
ア
ヲ
ノ
ケ
テ
、

（
片
桐
甲
本
）

｀
つ
ま
し
を

の
類
で
は
、
国
常
立
尊
を
持
ち

天
地
開
闘
の
時
の
歌
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
片
桐
甲
本
を
は
じ
め
と
す
る
他
本
で
は
、
「
伊
柴
諾
、
伊
柴
寺
尊
、
夫
婦
神
ト
シ
テ
、

日
本
国
ヲ
作
テ
嫁
シ
給
ヒ
シ
時
」
に
詠
ん
だ
歌
と
し
て
「
烏
羽
玉
の
吾
黒
髪
毛
ー
」
と
い
う
歌
を
堂
々
と
紹
介
し
、
こ
の
事
を
「
伊
柴

ト

ポ

コ

サ

グ

ア
マ
ノ
新
鉾
差
下
テ
青
海
原
ヲ
摸
リ
給
フ
ニ
、
鉾
ノ
滴
凝
堅
リ
テ
一
ノ
嶋
ト
ナ
ル
。

是
ヲ
淡
路
嶋
」
と
言
う
と
『
日
本
記
（
紀
）
』
は
説
明
し
て
い
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
関
大
本
で
は
、
順
序
を
逆
に
し

い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
の
尊
、
此
下
に
国
無
ら
ん
や
と
て
、

天
の
新
鉾
を
差
下
て
、
青
海
原
を
さ
ぐ
り
給
に
、

綽
滴
凝
り
堅
て
成
一
の
嶋
。
淡
路
嶋
是
也
。
二
神
此
嶋
に
を
り
居
て
、
嫁
し
給
て
奉
生
一
女
三
男
と
云
へ
り
」
と
先
ず
記
し
た
上
で
、

つ
ま
し
を
と
こ
に
あ
ひ
ぬ
」
「
あ
な
う
れ
し
ゑ
や

一六



ち
か
ひ
の
船
に
共
に
の
り
を
く
れ
じ
と
也
。

あ
り
尊
重
す
べ
き
記
録
で
あ
る
『
日
本
記
』
は
、
こ
の
事
実
を
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
書
い
て
い
る
の
だ
と
記
し
て
傍
証
を
固
め
よ

う
と
す
る
他
本
に
対
し
て
、
関
大
本
の
場
合
は
、

解
釈
と
し
て
歌
学
上
の
伝
承
を
述
べ
る
と
い
う
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
関
大
本
の
叙
述
は
、
他
本
に
比
ぺ
て
常
識
的
に
整

以
上
、
繰
返
し
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
の
伝
本
に
お
け
る
関
大
本
の
位
置
は
、

ン
ト
を
加
え
る
一
方
、
歌
学
書
と
し
て
の
秘
伝
的
な
面
を
少
し
和
ら
げ
て
常
識
的
に
整
理
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
二
次
的
な
性
格
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
奥
書
の
存
在
で

書
本
云
、

（
ま
さ
に
欺
）

徳
治
二
年
十
月
七
日
、
誂
或
人
書
写
之
畢
。
時
さ
ま
に
冬
に
し
て
、
秋
よ
り
き
、
し
時
雨
の
お
と
も
、

ら
ず
み
の
か
ず
そ
ふ
心
地
し
て
、
枯
野
の
露
も
霜
に
む
す
ぴ
か
へ
、

い
か
計
心
お
か
る
、
方
も
侍
ら
ん
ず
ら
ん
と
、

が
つ
れ
な
き
命
と
て
、

は
た
ち
余
の
年
月
は
、
げ
に
夢
に
成
行
、
世
中
の
け
し
き
さ
へ
、
恨
む
る
便
も
な
き
侭
に
、
和
班
の
浦
浪

の
か
け
て
も
知
ぬ
跡
を
尋
て
、

古
今
序
聞
書

あ
ら
ば

あ
る
。
下
冊
・
五
九
オ
に

理
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

正
史
で
あ
る
『
日
本
記
』
に
よ
る
記
述
を
も
っ
て
ま
ず
地
固
め
を
し
た
後
に
、

さ
ぴ
し
き
庭
の
菊
の
籠
も
う
つ
ろ
ふ
色
の
深
き
に
も
、
渇
人

か
き
く
る
、
心
の
空
の
夕
日
影
も
、

そ
む
る
水
く
き
の
な
が
れ
よ
る
瀬
も
あ
ら
ば
、

「
（
そ
の
）
心
は
、

1
」
と
続
け
る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

や
や
饒
舌
的
に
コ
メ

む
か
ひ
の
岡
の
松
の
葉
に
、

そ
こ
の
も
く
ず
と
な
し
は
て
ヽ
、
打
過
ぬ
計
の
行

末
の
知
ぬ
人
ま
で
、
深
く
ち
ぎ
る
心
の
中
を
、
昔
を
し
の
ぶ
情
あ
ら
ば
、
野
中
の
清
水
ぬ
る
く
と
も
汲
て
、
あ
だ
し
野
の
風
ふ
か

ぬ
ま
の
露
を
ち
ら
し
は
て
ぬ
事
な
ら
ば
、
此
浅
き
江
に
ひ
く
あ
み
の
目
に
も
ら
さ
で
、

か
の
深
き
恵
み
の
う
ら
み
に
わ
た
す
な
る

（
こ
款
）

、
の
ご
ろ
は
、
ふ
り
み
ふ

つ
ま
り
、
み
ず
か
ら
の
伝
承
を
事
実
と
し
て
先
ず
述
べ
、

一七 そ
の

さ
す

正
史
で



古
今
序
聞
書

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

徳
治
二
年
（
西
暦
一
三

0
七
年
）
は
鎌
倉
時
代
後
期
、
片
桐
甲
本
が
弘
安
元
年
(
―
二
七
八
）
、
東
大
本
が
弘
安
九
年
(
-
五
八
六
）
の
成

立
奥
書
を
持
っ
て
い
る
の
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
関
大
本
は
成
立
後
二
十
五
年
を
も
経
て
い
な
い
時
期
に
写
さ
れ
た
書
本
を
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
徳
治
二
年
に
書
写
さ
れ
た
書
本
が
既
に
前
述
の
よ
う
に
和
ら
げ
ら
れ
た
第
二
次
的
な
内
容
に
変
貌

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る
『
三
流
抄
』

示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
事
実
、

り
、
夢
の
よ
う
に
は
か
な
い
現
世
を
は
か
な
み
、
「
誓
ひ
の
船
」
に
乗
り
た
い
、
す
な
わ
ち
仏
の
誓
願
に
た
よ
っ
て
浄
土
へ
お
も
む
き
た

い
と
言
っ
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
仏
教
へ
の
傾
斜
と
歌
道
へ
の
傾
斜
が
一
体
化
し
た
当
時
の
文
化
状
況
の
中
で
の
『
三
流

『
三
流
抄
』

関
大
本
を
含
め
た
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』

(
3
)
 

く
。
既
に
機
会
を
得
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、
上
冊
・
三
ニ
ウ
の
「
秋
の
夜
之
不
闇
空
野
久
形
之
ー
」
、
三
三
オ
の

「
夜
照
す
月
賀
登
毛
見
ー
」
、
三
三
ウ
の
「
若
女
賀
青
雨
音
立

1
」
と
「
粟
津
野
哉
薄
花
踏
分
1
」
な
ど
、

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
萬
葉
集
』
の
諸
本
に
該
当
歌
は
な
い
。
「
万
葉
ー
」
と
出
典
を
記
す
歌
は
他
に
も
ず
い
ぶ
ん
多
い
が
、

す
べ
て
デ
タ
ラ
メ
で
あ
っ
て
、
現
存
の
『
萬
葉
集
』
に
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
三
流
抄
』

四

こ
の
書
本
を
「
或
人
の
誂
へ
に
よ
り
て
」
書
写
し
た
人
は
、
僅
か
に
「
は
た
ち
余
」
の
若
い
人
で
あ

の
方
法
と
そ
の
流
布

の
享
受
が
き
わ
め
て
広
い
範
囲
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

の
内
容
を
見
る
時
、
誰
し
も
、

の
デ
タ
ラ
メ
な
方
法
は
『
萬
葉
集
』

抄
』
の
享
受
が
垣
間
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
出
典
を
「
万
葉
」

そ
の
叙
述
内
容
が
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
こ
と
に
驚

の
引
用
だ
け
で
は
な
い
。
き
わ
め
て
数
多
く
引
か
れ
て
い
る
「
H
本

一八



記
（
紀
）
云
、

ー
」
も
す
べ
て
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
し
、
「
文
集
云
、

す
べ
て
デ
タ
ラ
メ
、

加
え
て
言
え
ば
、
上
冊
・
五
九
オ
に
、
聖
武
天
皇
（
七
0
1
-
七
五
六
）
が
大
伴
家
持
（
七
一
八
ー
七
八
五
）
に
命
じ
て
『
萬
葉
集
』
を

撰
ば
せ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
時
代
的
に
無
理
が
あ
る
し
、
下
冊
・
二
八
ウ
の
堀
川
院
の
御
時

(
1
0
八
六
ー
―

1
0
六
）
に
俊
成

(
-
―
―
四
i
―二

0
四
）
を
召
し
て
人
麿
の
歌
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
い
う
記
述
も
時
代
が
合
わ
ず
、

ま
た
同
じ
く
下
冊
・
五
四
オ
に
見
え
る
壬
生
忠
史
ふ
が
九
十
八
歳
に
て
卒
し
た
と
い
う
記
述
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
デ
タ
ラ
メ
な
の
で
あ

る
が
、
念
の
た
め
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
デ
タ
ラ
メ
は
関
大
本
だ
け
の
記
述
で
は
な
く
、
『
三
流
抄
』
の
諸
本
に
共
通
す
る
も
の
な
の
で

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
デ
タ
ラ
メ
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
解
題
七
ー
九
頁
に
引
用
し
た
鴬
の
歌
と
蛙
の
歌
に
つ
い
て
は
、
『
曽
我

(
4
)
 

物
語
』
巻
五
の
末
尾
に
、

さ
て
も
、
「
花
に
な
く
鴬
、
水
に
住
む
蛙
だ
に
も
、
歌
を
ば
よ
む
も
の
を
」
と
い
ひ
け
る
は
、
仁
王
八
代
の
御
門
光
元
天
皇
の
御

次
の
年
の
春
、

古
今
序
聞
書

ー
」
と
し
て
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
『
白
氏
文
集
』
も

デ
ッ
チ
ア
ゲ
で
あ
る
。
ま
た
下
冊
・
一
九
オ
の
『
源
氏
物
語
』
、
同
・
ニ
四
オ
の
『
新
撰
六
帖
』
の
引
用
も
該
当
す

一
人
の
僧
あ
り
け
る
が
、
又
も
な
き
弟
子
を
先
だ
て
て
、

か
の
寺
の
軒
端
の
梅
の
木
ず
ゑ
に
鳴
く
鴬
の
声
を
聞
け
ば
、
「
初
陽
毎
朝
来

に
う
つ
せ
ば
、
歌
な
り
。

あ
し
た

初
春
の
朝
ご
と
に
は
来
た
れ
ど
も
あ
は
で
ぞ
帰
る
元
の
す
み
か
に

と
。
鴬
の
ま
さ
し
く
よ
み
た
る
歌
ぞ
か
し
。

ま
た
、
蛙
の
歌
よ
み
け
る
と
は
、
良
定
、
住
吉
に
忘
草
を
た
づ
ね
ゆ
き
し
に
、

時
、
大
和
国
の
葛
城
山
、
高
間
寺
と
い
ふ
所
に
、

あ
る
。

る
本
文
は
な
く
、
同
じ
く
デ
タ
ラ
メ
な
の
で
あ
る
。

一九

デ
タ
ラ
メ
と
い
う
ほ
か
な
い
。

ふ
か
く
歎
き
ゐ
た
り
。

か
の
女
房
に
は
あ
は
ず
し
て
、
あ
く
が
れ
立
ち
し

不
相
還
本
棲
」
と
鳴
き
け
る
。
文
字



く
し
て
、
月
に
と
も
な
ひ
あ
り
き
し
に

こ
れ
も
限
り
あ
り
け
れ
ば
、

つ
ひ
に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
。
さ
れ
ど
も
、
夫
婦
も
ろ

年
に
あ
た
れ
り
、
月
を
か
た
み
に
見
よ
」
と
て
、

古
今
序
聞
書

住
吉
の
浜
の
み
る
め
も
忘
れ
ね
ば
か
り
そ
め
人
に
ま
た
と
は
れ
け
り

是
ま
た
、
蛙
の
ま
さ
し
く
よ
み
し
歌
な
り
。

と
あ
る
の
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
謡
曲
『
白
楽
天
』
や
『
鵜
鷺
物
語
』
な
ど
室
町
時
代
の
作

品
に
そ
の
ま
ま
影
響
を
与
え
て
い
て
、

デ
タ
ラ
メ
な
『
三
流
抄
』
の
文
化
的
役
割
の
大
き
さ
に
驚
く
の
で
あ
る
。

『
曽
我
物
語
』
に
関
連
し
て
、
も
う
一
っ
例
を
加
え
れ
ば
、
巻
二
「
兼
隆
聟
に
と
る
事
」
に
次
の
よ
う
な
文
が
見
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
出
雲
路
の
神
と
申
は
、
昔
、
け
い
し
や
う
と
い
ふ
国
に
、
男
を
伯
陽
、
女
を
遊
子
と
て
夫
婦
の
者
有
け
る
が
、
月
に

ゆ
ふ
べ

と
も
な
ひ
て
、
夜
も
す
が
ら
寝
る
こ
と
な
く
し
て
道
に
立
ち
、
夕
に
は
東
山
の
峰
に
心
を
す
ま
し
、
月
の
お
そ
く
い
づ
る
事
を
恨

あ
か
つ
き

み
、
暁
は
晴
天
の
雲
に
う
そ
ぶ
き
、
く
も
り
な
き
夜
を
よ
ろ
こ
び
、
雨
雲
の
空
を
か
な
し
み
て
、
年
月
を
お
く
り
し
に
、
伯
陽
九

十
九
の
年
、
死
門
に
の
ぞ
ま
む
と
せ
し
時
、
遊
子
に
む
か
ひ
申
す
や
う
「
わ
れ
、
月
に
と
も
な
ひ
て
、

え
た
り
。

一
人
な
り
と
も
、
月
を
見
る
事
、

と
も
に
月
に
心
を
と
め
し
故
に
、

こ
の
説
話
の
出
典
に
つ
い
て
、

お
こ
た
ら
ざ
れ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
遊
子
涙
を
流
し
て
、
「
汝
、
ま
さ
に
死
な
ば
、
我

一
人
月
を
見
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
も
ろ
と
も
に
死
な
ん
」
と
悲
し
め
ば
、
伯
陽
か
さ
ね
て
申
す
や
う
「
偕
老
同
穴
の
契
り
、
百

つ
ひ
に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
。
契
り
し
ご
と
く
、
遊
子
は
内
に
入
る
事
も
な

天
上
の
果
を
受
け
、
二
の
星
と
な
る
と
か
や
。
牽
牛
・
織
女
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
さ
い
の
神
と

も
申
す
な
り
。
道
祖
人
と
も
あ
ら
は
れ
、
夫
婦
の
中
を
ま
ぽ
り
た
ま
ふ
。
御
誓
ひ
、

た
の
も
し
く
ぞ
お
ぽ
え
け
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頭
注
は
『
鶉
鷺
物
語
』
を
引
く
。
し
か
し
『
鶉
鷺
物
語
』
こ
そ
中
世
古
今

注
の
影
響
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
冗
長
に
な
る
の
で
引
用
は
省
く
が
、
関
大
本
・
下
冊
・
一
オ
か
ら
五
オ
ま
で
の
「
△

時
、
蛙
、
そ
の
前
を
這
ひ
通
る
。
跡
を
見
れ
ば
、
歌
あ
り
。

め
づ
る
事
、
世
の
人
に
越

二
0



古
今
序
聞
書

今
ノ
延
喜
ノ
御
門
ノ
御
位
ノ
初
ナ
レ
バ
、
代
々
久
ク
御
座
サ
ム
タ
メ

と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
片
桐
甲
本
を
始
め
と
す
る
多
く
の
本
で
は
、

其
上
、

い
ま
／
＼
し
き
様
也
。
不
可
用
之
也
と
云
々
。

華
を
そ
う
と
て
と
云
事
」
の
項
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
遊
子
・
伯
陽
の
話
を
読
め
ば
、

『
曽
我
物
語
』
と
こ
の
『
古
今
序
注
』
が
、
そ
の
背
景
に
お
い
て
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

次
に
関
大
本
・
下
冊
・
七
オ
の
「
△
冨
山
の
け
ぶ
り
に
よ
そ
へ
て
人
を
こ
ひ
と
云
事
」
の
項
に
見
え
る
駿
河
国
の
作
竹
の
翁
と
鴬
姫

(
5
)
 

の
話
は
謡
曲
『
富
士
山
』
の
本
説
に
な
っ
て
い
る
し
、
九
オ
の
「
△
松
虫
の
音
に
友
を
忍
と
云
事
」
は
同
様
に
謡
曲
『
松
虫
』
の
本
説

（
マ
マ
）

で
あ
る
し
、
一
―
ウ
の
「
△
男
山
の
春
を
思
出
て
、
を
み
な
へ
し
の
一
時
を
く
ね
る
と
云
事
」
は
謡
曲
『
女
郎
花
』
の
本
説
そ
の
も
の

(
6
)
 

な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
荒
唐
無
稽
、

化
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
意
外
で
は
あ
る
が
、
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

づ
く
合
理
主
義
と
は
全
く
異
な
る
伝
承
世
界
の
中
に
確
立
さ
れ
た
独
自
の
合
理
主
義
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ほ

(
7
)
 

ど
の
影
響
を
与
え
得
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
を
作
っ
た
の
は
、

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
下
冊
・
ニ
四
ウ
の
「
△
な
が
ら
の
橋
も
つ
く
る
也
と
云
事
」
に
お
い
て
、

是
は
、
今
の
延
喜
の
御
門
の
御
位
の
始
な
れ
ば
、
世
に
久
く
座
さ
ん
為
に
「
長
」
と
云
。
長
良
の
橋
も
造
な
り
と
云
義
也
。
然
を
、

家
隆
に
は
、

云
、
今
、

デ
タ
ラ
メ
、

「
長
」
卜
云
ヒ
、
長
良
ノ
橋
モ
造
ナ
リ
ト
云
。
コ
レ
定
家
説
。

デ
ッ
チ
ア
ゲ
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
こ
の
類
の
古
今
序
注
が
、
中
世
の
文
芸
文

そ
れ
は
、
現
代
人
の
事
実
主
義
に
基

ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

な
が
ら
の
橋
も
尽
也
と
云
義
也
と
云
々
。
君
が
世
の
久
間
「
長
」
と
云
、
な
が
ら
の
橋
も
つ
き
ぬ
べ
し
と
云
也
。
難

延
喜
の
御
即
位
の
後
、
九
年
也
。
然
者
御
在
位
之
始
に
長
良
の
橋
尽
ぬ
と
云
ん
事
、
な
が
ら
の
橋
と
云
名
に
を
わ
ず
。

J

の
直
接
的
引
用
と
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
、



よ
め
り
。

定
す
べ
き
相
手
方
の
説
が
家
隆
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
釈
、
す
な
わ
ち
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
は

古
今
序
聞
書

家
隆
ノ
云
ク
、
長
良
ノ
橋
モ
尽
ル
也
卜
云
義
也
卜
云
。
是
ハ
、

難
云
、
今
、
延
喜
ハ
、
位
ノ
後
、
九
年
也
。
未
ダ
初
ナ
ル
ヲ
、
御
代
尽
ヌ
ト
云
ン
事
、
イ
マ
／
＼
シ
。
サ
レ
バ
、
此
義
不
可
然
゜

と
あ
っ
て
、
「
長
良
の
橋
も
造
る
な
り
」
が
当
流
す
な
わ
ち
定
家
説
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
否
定
さ
れ
て
い
る
「
長
良
の
橋
も
尽
く
る
な
り
」

が
家
隆
の
説
で
あ
る
こ
と
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
注
釈
の
所
々
に
見
ら
れ
る
「
家
隆
の
説
」

は
、
当
流
の
説
（
す
な
わ
ち
定
家
説
）
に
対
立
す
る
説
、
す
な
わ
ち
否
定
さ
れ
る
べ
き
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
が
、
今
、
こ
の
「
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
也
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
六
巻
抄
』
な
ど
の
二
条
家
正
説
が
、
こ
こ
で
は
家
隆
説
と
し
て

否
定
さ
れ
て
い
る
「
尽
く
る
也
」
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
冷
泉
家
で
は
「
造
る
也
」
を
正
説
と
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
本

傾
斜
し
て
い
た
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

君
ガ
世
久
｀
ン
キ
間
「
長
」
卜
云
、
長
良
ノ
橋
モ
ツ
キ
ヌ
ル
ト
云
゜

こ
の
部
分
に
限
っ
て
は
、
二
条
家
流
で
は
な
く
、

そ
の
一
方
、
『
耕
雲
古
今
聞
書
』
に
は
、

む
し
ろ
冷
泉
家
流
の
説
に

な
が
ら
の
橋
も
つ
く
る
な
り
、
「
つ
く
る
」
と
は
「
造
」
の
字
也
。
此
（
「
冨
士
の
山
『
不
断
』
と
「
長
柄
の
橋
『
造
』
」
）
の
両
義
、
定

家
流
の
義
な
り
。
家
隆
は
「
冨
士
の
煙
も
た
え
て
立
た
ず
、
な
が
ら
の
橋
も
尽
き
ぬ
る
」
と
云
゜

と
あ
っ
て
、
冷
泉
家
流
の
「
不
立
」
と
「
尽
」
が
家
隆
の
説
に
な
っ
て
い
る
し
、

四
辻
善
成
の
著
か
と
言
わ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
本
『
古

今
集
破
窓
不
出
書
』
で
は
、
二
条
家
の
為
世
が
「
作
」
、
京
極
家
の
為
兼
が
家
隆
説
と
同
じ
く
「
尽
」
だ
と
言
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
否

同
趣
の
例
を
、
も
う
―
つ
あ
げ
て
お
こ
う
。
関
大
本
の
下
巻
•
四
0
ウ
、
在
原
業
平
の
歌
に
つ
い
て
、

又
、
大
方
の
月
を
も
め
で
し
是
ぞ
こ
の
つ
も
れ
ば
ひ
と
の
老
と
な
る
も
の
と
云
゜
班
の
心
ハ
、
大
方
月
に
め
で
こ
し
数
つ
も
れ
ぱ
、

老
と
成
者
也
と
よ
め
り
。
家
隆
に
は
「
め
で
じ
」
と
よ
め
り
。
心
は
、
今
よ
り
後
、
月
に
も
又
め
で
じ
。
数
つ
も
れ
バ
老
と
成
と



と
あ
る
部
分
、
「
め
で
し
」
「
め
で
じ
」
は
、
祖
本
の
段
階
で
は
、

私
に
「
め
で
し
」
「
め
で
じ
」
と
書
き
分
け
て
み
た
。
現
在
で
は
、
「
め
で
じ
」
以
外
の
解
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
『
古
今
栄
雅
抄
』
は
、

「
め
で
じ
」
の
解
を
述
べ
た
後
に
、
「
一
禅
御
説
、

に
は
「
古
今
集
第
十
七
に
あ
り
。
『
月
を
も
め
で
し
』
は
『
め
で
た
り
し
』
な
り
。
又
『
め
づ
ま
じ
き
』
と
い
ふ
心
に
も
か
な
へ
り
」
と

あ
っ
て
、
「
め
で
し
」
を
第
一
説
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
毘
沙
門
堂
旧
蔵
本
古
今
集
注
』
に
お

月
ヲ
モ
面
白
シ
ト
思
‘
ン
ソ
ノ
詠
ノ
積
テ
老
ト
ナ
ル
ト
云
リ
。
「
メ
デ
シ
」
ノ
義
也
。
六
条
家
ニ
ハ
不
然
。
「
月
ヲ
モ
メ
デ
ジ
。

と
あ
っ
て
、
対
立
す
る
六
条
家
説
は
、
「
め
で
じ
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
定
家
説
は
「
め
で
し
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
三
流
抄
』
は
、
こ
こ
で
も
、
当
時
、
定
家
説
と
思
わ
れ
て
い
た
「
め
で
し
」
説
を
採
り
、
対
立
す
る
「
め
で
じ
」
を
「
家
隆
説
」
だ

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
『
三
流
抄
』
は
、

め
で
し
は
、

お
そ
ら
く
声
点
が
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
な
い
の
で
、

め
で
た
り
し
也
」
と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

つ
ま
り
「
家
隆
説
」
は
自
説
に
対
立
す
る
説
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

正
統
な
冷
泉
家
や
二
条
家
の
歌
匠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
定
家
流
を
標
榜
す
る
人
物

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
時
、
上
冊
•
四
オ
の
目
録
の
後
に
、
こ
の
関
大
本
だ

本
ハ
如
家
隆
之
流
の
書
た
る
後
に
、
次
第
を
先
知
ん
た
め
に
書
也
。
僻
案
な
り
。
可
見
明
此
由
焉
。

関
大
本
の
編
者
は
、
「
家
隆
説
」
が
、
当
流
の
説
を
主
張
す
る
た
め
に
否
定
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
適
宜
設
定
し
て
い
る
と
い
う

古
今
序
聞
書

と
あ
る
記
述
が
問
題
に
な
る
。

け
に
見
え
る

い
る
の
で
あ
る
。

と
き
め
つ
け
て
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゾ
老
ト
ナ
レ
」
卜
云
リ
。

い
て
も

三 コ
レ
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古
今
序
聞
書

『
三
流
抄
』
本
来
の
方
法
に
気
づ
か
ず
、
全
体
を
貫
ぬ
く
そ
の
内
容
の
「
デ
タ
ラ
メ
さ
」
「
荒
唐
無
稽
さ
」
の
ゆ
え
に
、
全
体
を
「
家
隆

之
流
」
の
著
作
で
あ
る
と
誤
解
し
た
た
め
に
、
本
書
全
体
が
「
如
家
隆
之
流
の
書
た
る
」
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
、
自
分
は
そ
れ
に
目

録
を
付
し
た
だ
け
だ
と
断
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、

叙
本
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
こ
で
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
ー
解
題
と
本
文
」
（
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
科
紀
要
『
女
子
大
文
学

「
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
二
』
（
昭
和
四
十
八
年
、
赤
尾
照
文
堂
刊
）

「
中
世
萬
葉
擬
歌
と
そ
の
周
辺
」
（
『
萬
葉
』
第
―
二
六
号
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
）

中
世
古
今
注
、
特
に
『
三
流
抄
』
と
『
曽
我
物
語
』
の
関
係
に
つ
い
て
私
が
始
め
て
問
題
に
し
た
の
は
、
中
世
文
学
会
・
昭
和
四
十
六

伊
藤
正
義
「
謡
曲
『
富
士
山
』
考
」
（
『
言
語
と
文
芸
』
第
六
四
号
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
）

国
文
篇
』
第
二
二
号
、
昭
和
四
十

伊
藤
正
義
「
古
今
注
の
世
界
ー
そ
の
反
映
と
し
て
の
中
世
文
学
と
謡
曲
」
（
『
観
世
』
昭
和
四
十
五
年
六
月
号
）

こ
こ
で
詳
し
く
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
中
世
秘
注
が
独
自
の
合
理
主
義
に
支
え
ら
れ
た
世
界
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
拙
著
『
伊
勢
物
語
の
新
研
究
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
六
十
二
年
刊
）
所
収
の
「
伊
勢
物
語
古
注
の
世
界
構
造
」
、
「
実
相
と
仮
相
ー
伊

勢
物
語
の
方
法
と
古
注
の
方
法
」
を
参
看
さ
れ
た
い
。
な
お
、
古
今
注
の
場
合
に
つ
い
て
も
機
会
を
得
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

年
春
季
大
会
（
於
國
學
院
大
学
）
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

六
年
二
月
）

）
の
関
大
本
が
、
本
来
の
『
三
流
抄
』
を
整
理
し
た
再

ニ
四




